
令和４年度 長崎県立中五島高等学校 学校関係者評価 報告 
 

 

１．評価の実施期日・場所     

日 時：令和５年２月９日（木） １３：３０～１４：４０ 

場 所：中五島高等学校 校長室 

方 法：学校評議員会及びアンケート 

 

２．学校関係者評価委員（学校評議員と兼務） 

 

番号 職業等 

1 本校同窓会評議員 

2 自営業 

3 ＮＰＯ法人代表 

4 会社員・本校元ＰＴＡ会長 

 

※外部評価・自己評価の説明をもとに、日頃の学校の取組などを客観的に評価いただいた。 

 

３．学校関係者の評価 

※評価 ４：良く当てはまる ３：やや当てはまる ２：あまり当てはまらない １：全く当てはまらない 

設   問 ４ ３ ２ １ 

① 学校の教育方針が保護者や地域にわかりやすく説明されている。 １名 ３名 ０ ０ 

② 生徒たちは本校での学校生活に満足し、部活動や学習を頑張って 

いる。 

４名 ０名 ０ ０ 

③ 保護者や地域からの問い合わせ等に対して教職員は誠実な対応を 

している。 

４名 ０名 ０ ０ 

④ 教職員は一人一人の生徒を大切にしている。 ３名 １名 ０ ０ 

⑤ 施設・設備は行き届いており生徒は快適・安全に学校生活を送れる

環境となっている。 

１名 ３名 ０ ０ 

⑥ 本校はボランティア活動等も積極的である。 ２名 ２名 ０ ０ 

⑦ 本校は保護者に授業や行事などの様々な教育活動への参加の呼び

かけをしている。 

２名 ２名 ０ ０ 

⑧ 本校の進路指導は充実している。 ３名 １名 ０ ０ 

⑨ 本校の生徒指導は充実している。 ２名 ２名 ０ ０ 

 

 〈具体的な提言〉  

・少人数クラス及びコースの特徴を生かし、学習面においては習熟度別授業や放課後の個別指導を実施し、一人 

ひとりを大切にした指導を行っている。 

・卒業後の進学や就職についても、きめ細かな指導により生徒の希望に沿った形で高い実績を収めている。今年 

度もアカデミックキャリアコースから国公立大学に１名合格した。先生方のご指導に感謝したい。また、就職 

者が１０名と近年になく多い割合であったが決定率１００%と生徒が望む進路を確保できた。 

・部活動においても、高校総体で各部なりの頑張りで実績を残した。特に、陸上部のトラック競技でインターハ 

イ出場を勝ち取ったのは大変喜ばしい。 



・県内で注目を集めているパブリックワーク（地域課題解決探究学習）において新上五島町役場や地元団体等と 

協働して地域の課題解決に向けた探究活動に意欲的に取り組み、町への有効な提言を行った。代表の班が「長 

崎を元気にするアイデアコンテスト」に臨み、県内高校で唯一２年連続最優秀賞を獲得した。 

・模擬会社においては今年も工夫を凝らし、その売り上げを用いての地元の子供向け絵本の制作と配布・ふるさ 

と納税返礼品としての提供、町への寄付金など地元への貢献、地域を元気にする取り組みを行ってくれた。 

・２年のパブリックワークから３年のコミュニティ活動につながる流れがとてもよいと思う。できれば各班の 

取組をビラや広報誌などで知る機会があればもっとよい。 

・この３年間で通級を含めた生徒への支援制度が大変充実し、そのお陰で救われた生徒や保護者が少なくない。 

今後もそんな子ども達を助ける取組を継続してほしい。 

・通級指導については、中学校との連携なども可能な範囲で考えてほしい。 

・小規模校ならではの強みを生かし、現在の学校運営は大変よい方向に進んでいると思うし、地域からもそのよ 

うな意見を多く聞いている。 

・志願者数増加のための取組は学校で努力しおり、今年は本校独自の地区説明会を上高と共同で実施し盛況で 

あったと聞いているが目標の入学者数には届かなかった。 

・コミュニティ・スクールは本校の状況にあった大変よい制度だと思うので、生徒のよりよい教育活動と合わせ 

て、生徒募集にも生かしてほしい。 

 

 

４．提言を受けて 

・本校の教育活動の柱となっている様々な取組に対して、地域や保護者の方々からも高い評価を受けているとの 

お言葉をいただき励みとなった。 

・助言のあったパブリックワーク各班の取組内容の宣伝については、学校だよりの掲載内容の工夫やＨＰの活用 

などによりできる限り対応したい。また、通級指導担当者の会合は小中高連携で始まったので進めていきた 

い。 

・来年度からコミュニティ・スクールとなるが、その立場を生かし、地域とのつながりをさらに深め、郷土愛の

育成とともに、将来新上五島町の中枢で地元を支える人材の育成を目指して、本校ならではの教育活動を進 

めていきたい。 


